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港区在宅サービスセンターひまわり(弁天 2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築

港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除
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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢20 年以上もほったらかしは(吉本新喜劇

風に)ダメよダメよダメなのよ!｣とこの欄で

叫んだのは昨年 8月。あれから 1年、インタ

ビューした市の担当者は懸命に動いてくれて

いますが、やはり同じ状況が続いています。

｢区画整理記念施設｣建設プランの停滞(1 頁)。

何が問題なのか、よく読んで考えて下さいね。 

★まさに百家争鳴、談論風発の｢みなとサロ

ン｣(15 頁)。さすが本紙読者層の意識は高く

鋭く、その方向性も健全かつ建設的です。冊

子読者も、ネット読者も、メールで、葉書で、

地域を、社会を、「少しでも良くしたい｣とい

う思いのこもった意見の数々。ぜひご一読を。 

★毎度身を切られる思いで受け止めてしまう

のが、銭湯の廃業(23頁)です。①健康②省エ

ネ③社交④文化―という多面的な役割を果た

してきた地域の宝を、業者の努力任せでなく、

行政と市民がもっと真剣に支えましょう！ 

★歌に落語に演劇に、キタやミナミまで出か

けんでも、港区でもハイレベルの楽しみが可

能です。港区出身で元ＮＨＫのど自慢ピアノ

伴奏者の生演奏による歌声ひろば(26頁)、港

区在住のヤング噺家による高座(34頁)、港区

の常打ち芝居小屋での月替わり公演(32 頁)。

ライブの迫力には敵いませんが、記事でもそ

の一端を味わって下さいな。 
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